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内閣府・男女共同参画推進連携会議におけるメンバーとしての婦人国際

平和自由連盟（ＷＩＬＰＦ）日本支部の最近（過去３年間）の活動報告 

 

１ ）  Ｗ Ｉ Ｌ Ｐ Ｆ （ Women’s International League for Pease and 

Freedom の「概要」（別紙 １a,b―ＩＸ．） 

１９１５年 結成の世界で最も古い女性の平和団体 

第一次世界大戦中、オランダのハーグに平和を願う女性が集会を開き，

戦争終結後も国際女性会議を開くことが決定され，アジアからの参加がほ

しいとの書翰が日本女子大学の創立者に届いたことが日本支部結成の

発端となった。ただし、会員の出身校は問わない。 

１９４８年 国連経済社会理事会の協議資格（ＥＣＯＳＯＣ）を取得し、以来

国連ロビー活動は、ＷＩＬＰＦの活動の重要な柱となっている。 

国連人権理事会や国連軍縮会議、国連女性の地位向上委員会でのロビ

ー活動を行っている。 

＜国連のロビ―活動における特記すべき業績＞ 

国連安全保障理事会決議１３２５号（２０００年１０月３１日）（別紙 ２）採択

へのロビー活動 
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１３２５号はジェンダーを取り上げた初めての安保理決議である。 

決議の起草から採択まで，ＮＧＯが積極的に関与した点が特徴である。 

採択から 10 年を経て，現在の課題は確実な実施である。 

ＷＩＬＰＦ本部は，各国政府に１３２５号国内行動計画の策定を求めるキャ

ンペーンを行っている。 

＊ＷＩＬＰＦについては、安保理決議１３２５で随分中心的な活動をしておられるし、そ

れ以外にも国連、特にＣＳＷの場で随分中心的なイベントもなさっている（後出 橋本

ヒロ子氏講演より抜粋） 

 

２） ＷＩＬＰＦ日本支部の概要（別紙 1）  

１９２１年に結成され、１９２４年ＷＩＬＰＦ支部となる。第２次大戦後再構築を

経て、１９６３年に現在の名称に改称されて現在に至る。 

「主な活動」 （別紙 １a－ＩＩＩ．① ～ ⑧） 

過去３年間の主な活動（別紙 １a－ＩＩＩ．① ～ ⑧）のうち、①、⑤および

⑥について以下、紹介する。 

 

①平和・人権・軍縮・男女平等 などの大切さを広めるために、毎年、春に

ＷＩＬＰＦ研修会としての講演会、秋に日本女子大学生涯学習総合センタ

ー（ＬＬＣ）との連携講座を設け、青少年・一般を対象に開講している 

（別紙 １a－ＩＩＩ．）。  
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ＷＩＬＰＦ研修会           

２００９度                        2009/05/16 

講師： 野乃山忠致氏 （元ヨルダン大使・元ノルウェー大使・前桜美林大 

  学国際学部教授） 

演題 「人道支援―“個人の尊重”の理念をめぐって」 

２０１０年度                      2010/05/15 

講師 多田記子氏 （ＷＩＬＰＦ 本部 国際実行委員） 

演題 「WILPF International の活動」ＩＢミーテイングの報告（別紙 ３） 

講師 出淵敬子氏 （日本支部会長） 

演題  「第５４回国連婦人の地位委員会（ＣＳＷ）「北京+１５」に参加して」

（別紙 ４） 

２０１１年度                      2011/05/21 

講師 ＊橋本ヒロ子氏 十文字女子大学副学長 

             （第５５回国連婦人の地位委員会（ＧＳＷ）日本政府代表） 

演題 「女性の地位向上に関する国連の最近の動向と 

ＮＧＯの果たす役割」 

日本女子大学生涯学習センター連携講座 



                                                         4/6 

２００９年度                  

2009/10/24 

講師 黒崎 修子氏 （国境なき医師団日本副会長） 

演題 「増大する緊急医療援助・人道支援のリスク」～国境なき医師団の

現場では～ 

2009/11/21 

講師 林 陽子氏 （国連女性差別撤廃委員会委員・弁護士） 

演題 「女性差別撤廃条約３０年」 

 

２０１０年度 

2010/10/16 

講師 臼杵 陽氏 （パレスチナ研究者・日本女子大学文学部教授） 

演題 「パレスチナ難民問題の起源」―１９４８年に故郷を追われて難民と

なったパレスチナ人の苦難の歴史を振り返る― 

2010/12/11 

講師 臼杵 陽氏 （パレチナ研究者・日本女子大学文学部教授） 

演題 「ユダヤ国家イスラエルの現実パレスチナ難民問題の起源」―イス

ラエルによるパレスチナ人への強硬な姿勢の政治的な背景を探る― 
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２００１１年度 

2011/10/01                                                          

講師 臼杵 陽氏 （日本中東学会会長・日本女子大学文学部教授） 

演題 「「アラブ革命」はなぜ起きたか」～中東政変の背景～ 

 
2011/10/15 

講師 臼杵 陽氏 （日本中東学会会長・日本女子大学文学部教授） 

演題 「「アラブの春」はどこへ向かうのか」 

⑤国際本部・各国支部に協力する（別紙 １a－ＩＩＩ．）。 

*日本支部からは、１３２５号の専門家である秋林こずえ氏がＷＩＬＰＦ国際

副会長として現在、活躍している。 

*２０１０年、ニューヨーク市で開かれた国連安保理決議１３２５号採択１０周

年記念週間に秋林ＷＩＬＰＦ国際副会長が出席した。 

*２０１１年、コスタリカのサンホセで７月末～８月第１週に開催されたＷＩＬＰ

Ｆ総会には秋林氏、多田国際実行委員（別紙１－ＩＶ．）およびＹ－ＷＩＬＰＦ

（別紙１a－ＩＶ．）の岡田氏の３名が出席した。その報告が今秋行われる予

定である。 
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⑥ （別紙 １a－ＩＩＩ．）国際本部・各国支部の支援を目的，に平和を願うコ

ンサートおよび映画会を開催している（別紙 ３ 第３２回 ＷＩＬＰＦ コンサ

ート ２０１０）。 

 

<２０１１年度 新たな活動の立ち上げ>                                         

婦人国際平和自由連盟日本支部（婦人平和協会）では、設立９０周年の

記念活動の一環として、青少年、特に学生たちにＷＩＬＰＦの活動を周知さ

せることに力をいれる。 

２０１１年度の１０月の大学の学園祭に発表の場を設け、ＷＩＬＰＦの活動の

紹介とともに、内閣府の男女共同参画推進連携会議のアピールを行う予

定である。学園祭には、父母、中高生、塾教師、他大学の学生たちの参

加者が多数見込まれる。就職活動を行うに当たって、就職後の彼女たち

の未来に対する方向性が指し示されることは、多くの女子学生の励みに

なることと期待している。 

 
 
 
 
 
















